
　

　

平成２７年度　学校図書館教育全体計画
高崎市立乗附小学校

　
　　　　自ら考え、正しく判断できる力を持ち、
　　　　健康で心豊かに生きる児童の育成
　　　　　　　のびのびと学び合える子（知育）
          　　 つよい体にきたえる子（体育）
          　　 けだかい心で接する子（徳育）

・児童の実態
・保護者の願い
・地域の実態
・教師の願い・指導観
・現代社会の要請

　･学校図書館の活用および朝読書等を通じて、児童の活発な読書活動を促す。
　・各教科や総合的な学習の時間において、計画的な図書館の利用を実施し、主体的な活用
　　能力の育成を図る。
　・学校図書館の利用を通して、読書の楽しさや知る喜びを味わわせ、豊かな心情を育てる。

・日本国憲法・教育基本法
・小学校学習指導要領
・学校図書館法・学校図書館憲章
・子どもの読書活動推進に関する法律
・市町村教育行政の方針と重点

＜読書指導＞
・簡単な読み物に興味を持ち、楽しんで読書
　しようとする態度を育てる。

＜利用指導＞
・学校図書館の利用の仕方、本の扱い方な
　どを知る。
・図鑑などを利用し、調べることに興味を持
　つ。

第５・６学年
＜読書指導＞
・適切な読み物を選び、読書を通して考えを
　広げたり深めたりしようとする態度を育て
　る。

＜利用指導＞
・学校図書館の本や資料を積極的に活用し、
　情報を処理できる能力を育てる。
・百科事典や年鑑、新聞等いろいろな資料
　を利用できるようにする。

第３・４学年
＜読書指導＞
・いろいろな読み物に興味を持ち、幅広く読書し
　ようとする態度を育てる。

＜利用指導＞
・学校図書館の利用に慣れさせ、目的に応じて
　本や資料を見つける能力を育てる。
・学校図書館にある本や資料などを活用し、調
　べる能力を育てる。

第１・２学年

 　　　　　　　 ・読書について家庭への啓発を進めるとともに家庭に
　　　　　　　　　おける読書の習慣化を図る。
　　　　　　　　・月１回、図書館だよりを発行し、学校図書館教育へ
　　　　　　　　　の理解と環境整備・資料充実への協力を得る。
　　　　　　　　・読み聞かせボランティアによる読み聞かせ活動の
　　　　　　　　　充実を図る。

　　　　　　　　・県立図書館、市立図書館との連携を図り、蔵書の有効
　　　　　　　　　活用の促進を図る。
　　　　　　　　・県立図書館から「朝の読書推進セット」を借り受け、朝
　　　　　　　　　読書活動の充実を図る。
　　　　　　　　・公立図書館から「授業支援セット」や調べ学習に必要な
　　　　　　　　　図書を借り受け、調べ学習の充実を図る。
　　　　　　　　・公立図書館の出前講座を活用し、職員の研修に生かす。

各教科　　 ・計画的な読書指導を推進し、目的に応じた読書方法
　　　　　　　　や主体的な読書習慣が身につくようにする。
　　　　　　 　・課題解決学習の場としての学校図書館学習と司書
　　　　　　　　教諭の支援学習を積極的・計画的に取り入れ、本や
　　　　　　　　資料を利用して調べたり追究したりできる能力を育
　　　　　　　　成する。
　　　　　　　 ・教科学習の中での学校図書館学習を通して、情報
　　　　　　　　や知識を検索・収集・処理する能力を養う。
道徳
　　　　　　　・さまざまな資料を使って、道徳的心情を豊かにし、楽
　　　　　　　　しい学校生活が過ごせるようにする。
　　　　　　　・様々な資料を通して、自分の考えと違う考え方を尊
　　　　　　　　重したり、自主的に判断したりする力を育てる。
総合的な学習の時間
　　　　　　　・課題の追究・解決に必要な知識や情報を適切に収
　　　　　　　　集して、活用できる能力を伸ばす。
　　　　　　　・情報活用能力を全学年系統的に学習し学び方を身
　　　　　　　　につける。
特別活動
　　　　　　　・学級会活動を通し、学校図書館の利用の仕方や情報
　　　　　　　　の収集・選択・活用能力を育てる。
　　　　　　　・学校行事（読書月間等）に積極的に参加し、目的に
　　　　　　　　応じた読書方法や主体的な読書の態度を身につけ
　　　　　　　　る。
　　　　　　　・児童活動（図書委員会）において、学校図書館の管
　　　　　　　　理・運営等、自分たちの仕事を協力して行い、責任
　　　　　　　　を持って実践する態度を育てる。
　　　　　　　・委員会やクラブ活動において、図書館の資料を利
　　　　　　　　用することで、情報活用能力を伸ばす。
　　　　　　　・読書活動にかかわる行事を通して、全校児童の読
　　　　　　　　書への関心を高める。

○学校図書館を利用しやすいように整備し、読書センター、学
   習・情報センターとしての機能の充実を図る。
○各教科の学習に必要な資料の充実に努める。
○教育活動全体を通して、計画的な読書活動を推進する。
○担任・司書教諭・学級図書館担当教諭と連携を図りながら、
　計画的な利用指導を推進し、児童の資料活用能力を育成する。

＜図書の貸し出し＞
　　　　　　月曜日から金曜日までの２０分休み・昼休みに貸し出し
　　　　　　を行う。図書委員会の児童が貸し出し活動を行う。
　　　　　　一回に一人２冊まで。期限は１週間。長期休業期間
　　　　　　は、３冊まで貸し出す。

＜朝読書＞
　　　　　　毎週火曜日の８時２０分から８時４０分まで行う。
　　　　　　学級文庫の本や教室に配ってある「朝読書セット」や
　　　　　　「ぐんま２００選」の図書を活用する。
　　　　　　低学年には、地域の読書ボランティアによる読み聞
　　　　　　かせを行う。

＜年間の活動＞
　　　　　・１０月から１１月にかけて、読書月間の取り組みを行
　　　　　　う。
　　　　　・図書委員のおすすめ本の紹介を行う。
　　　　　・休み時間に図書委員会による読み聞かせを行う。

学校教育目標

学校図書館教育の目標

学年の目標

家庭・地域との連携

学校図書館運営の方針 教科等における指導

具体的な取り組み

公共図書館との連携


